
 

 

1 

 

 

第
八
回 

 

総
会
開
催 

令
和
四
年
六
月
五
日
午
後
一
時 

第
八
回
千
葉
氏
を
語
る
会
の
総
会

は
、
蘇
我
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー

分
館
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

定
刻
、
司
会
者
よ
り
本
日
の
会
員

数
は
七
三
名
、
出
席
者
三
五
名
、
委

任
状
に
よ
る
出
席
者
二
〇
名
、
合
わ

せ
て
五
五
名
で
会
員
数
の
過
半
数
に

達
し
て
お
り
、
規
約
第
八
条
に
よ
り

総
会
は
成
立
と
の
報
告
あ
り
、
丸
井

敬
司
副
会
長
よ
り
開
会
の
宣
言
が
な

さ
れ
た
。 

向
後
保
雄
会
長
の
挨
拶
（
要
旨
） 

当
会
の
会
長
は
本
来
、
丸
井
先
生

が
就
く
べ
き
と
こ
ろ
、
私
が
議
員
で

あ
り
、
先
生
と
は
旧
知
の
仲
な
の
で

ご
推
挙
頂
い
て
こ
こ
ま
で
き
て
い
る 

当
会
の
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
ん
延

防
止
も
解
除
さ
れ
少
し
ず
つ
社
会
経

済
活
動
も
元
に
戻
っ
て
き
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
総
会
は
対
面
で
行
い
た

い
思
い
で
い
た
が
、
今
日
、
思
い
は

か
な
っ
た
。 

田
中
大
喜
先
生
の
講
演
も
本
日
に

延
び
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
含
め

最
後
迄
研
修
し
て
頂
き
た
い
。 

最
近
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
の
影
響
も

あ
り
千
葉
氏
に
対
す
る
歴
史
に
興
味

が
段
々
浸
透
し
て
来
て
い
る
。
当
会

で
の
「
千
葉
常
胤
公
物
語
」
の
紙
芝

居
の
更
な
る
活
用
な
ど
の
ほ
か
、

“
千
葉
氏
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
”
を
創

り
た
い
。
皆
さ
ま
の
ア
イ
デ
ア
を
頂

い
て
千
葉
常
胤
を
盛
り
あ
げ
て
行
き

た
い
の
で
よ
ろ
し
く
。 

 

な
お
こ
の
度
、
向
後
会
長
は 

「
藍
綬
褒
章
」
受
章
の
栄
を
賜
っ
た 

こ
れ
を
祝
し
て
、 

冒
頭
に
お
祝
い
品
を
お
贈
り
し
た
。 

  

議
事
に
入
る
に
つ
き 

本
会
副
会
長
鷲
見
隆
仁
氏
を
議
長

に
選
出
。 

議
長
は
、
各
関
係
役
員
を
指
名
し

議
案
の
報
告
を
求
め
る
。 

議
事 

 

・
報
告
議
案 

第
一
号
議
案 

令
和
三
年
度
事
業
報
告 

第
二
号
議
案 

令
和
三
年
度
決
算
報
告

第
三
号
議
案 

令
和
三
年
度
監
査
報
告 

第
一
号
～
第
三
号
議
案
の
報
告
・ 

説
明
の
後
、
一
括
し
原
案
通
り 

承
認
さ
れ
た
。 

・
協
議
議
案 

第
一
号
議
案 

令
和
四
年
度 

事
業
計
画
案 

第
二
号
議
案 

令
和
四
年
度 

 
 
 
 

収
支
予
算
案 

第
三
号
議
案 

令
和
四
年
度 

役
員
及
び
顧
問
の
改
選 

 
第
一
号
～
第
三
号
議
案
の
説
明
の

後
、
一
括
し
原
案
通
り
成
立
し
た 

 
 

 

以
上
で
全
て
の
本
総
会
提
出
議
案

は
承
認
さ
れ
、
議
長
は
総
会
の
終
了

を
宣
言
し
た
。 

 

続
い
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

准
教
授 

田
中
大
喜
氏
に
「
肥
前
千
葉

氏
の
本
拠
を
探
る
」
の
演
題
で
記
念

講
演
を
お
願
い
し
た
。 

講
演
の
後
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
い(

パ
ネ
ラ
ー
：
田
中
大
喜
氏
・ 

濱
名
徳
順
氏
・
丸
井
敬
司
氏
、 

司
会
：
京
極
勇
剛
氏) 

日
程
を
終
了

し
た
。 

 

講
演
に
入
る
前
に
千
葉
市
長 

 

神
谷
俊
一
様
か
ら
次
の
通
り 

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。 

 

 

令和４年度第 1４号 

千葉氏を語る会 

事務局 

発行日 

令和 4年 10月 1日 

 

「
千
葉
氏
を 

 
 

語
る
」
だ
よ
り 
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総
会
で
の
向
後
会
長
挨
拶 

  

  
 

講
演
会
受
付 

 

 

会
員
投
稿
記
事 

 

中
世
の
城 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（会
員
）日
向
安
昭 

・古
代
の
城 

 

「
城
」
い
う
石
垣
や
天
守
閣
を
思
い
出

す
人
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
は
江
戸
時

代
の
城
の
一
部
を
さ
し
て
い
る
だ
け
で
す 

中
世
の
山
城
は
山
の
上
に
城
が
あ
っ
た
の

で
は
な
く
て
、
山
の
斜
面
自
体
が
石
垣
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

「
城
」
と
い
う
文
字
は
、「
土
」と「
成
」で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
城
は
防
御

を
目
的
と
し
て
地
面
を
造
成
し
た
施
設

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

弥
生
時
代
、
九
州
の
吉
野
ケ
里
遺
跡

の
よ
う
に
、
高
地
の
集
落
の
ま
わ
り
に
広

い
溝
を
め
ぐ
ら
せ
た
も
の
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
小
規
模
な
共
同
体
制
同
士
の
争

い
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
集
落
を
守
る
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

奈
良
・平
安
時
代
に
は
、
中
央
政
権

の
蝦
夷
征
伐
の
拠
点
と
し
て
、
東
北
地

方
に
多
賀
城
等
の
城
柵
が
作
ら
れ
、 

施
設
と
し
て
行
政
府
と
し
て
の
官
衙 

（
役
所
）
が
置
か
れ
、
低
い
丘
陵
上

や
沖
積
地
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
軍
事

施
設
的
意
味
は
弱
か
っ
た
で
す
が
８

世
紀
後
半
に
な
る
と
蝦
夷
と
の
動
乱

期
に
は
い
り
軍
事
的
意
味
の
「
城
」

が
使
わ
れ
た
よ
う
で
す 

●
中
世
期
前
期
の
城 

 

南
北
朝
時
代
に
造
ら
れ
た
城
で
あ
っ
て

も
、
現
在
残
っ
て
い
る
城
跡
の
姿
は
、
築

城
時
の
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
掘
調

査
例
の
限
り
で
は
、
出
土
遺
物
が
示
す

年
代
は
１
５
世
紀
以
降
の
も
の
ば
か
り
で

１
４
世
紀
以
前
の
城
の
姿
は
今
の
と
こ
ろ

わ
か
り
ま
せ
ん
。 

・
鎌
倉
時
代
の
館
は
、
溝
の
幅(

１
ｍ

か
２
ｍ)

に
区
画
さ
れ
、
内
側
に
塀
か

柵
を
め
ぐ
ら
し
た
程
度
の
も
の
で
、

防
衛
力
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
で
す 

・南
北
朝
時
代
に
入
る
と
、
溝
の
幅
が
広

い
塀
に
な
り
、
周
囲
に
は
土
塁
を
築
い 

て
館
の
防
御
性
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。 

・室
町
時
代
、
１
５
世
紀
に
入
る
と
、
塀

や
土
塁
の
防
御
性
が
一
段
と
強
化
さ 

れ
、
城
・館
と
し
て
の
要
害
が
全
国
的
に 

普
及
し
ま
し
た
。
館
は
、
複
数
の
区
画 

(

廓
）か
ら
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

●
戦
国
期
の
城 

 
１
５
世
紀
半
ば
以
降
は
、
鎌
倉
公
方

と
関
東
管
領
対
立
が
お
き
ま
す
。
山
城

は
こ
の
時
代
に
一
挙
に
増
加
し
ま
す
。

在
地
に
根
拠
を
持
つ
領
主
層
が
館
と
セ

ッ
ト
し
て
そ
の
背
後
の
山
に
城
を
築
き
、

そ
れ
を
恒
常
的
に
維
持
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
こ
の
時
代
以
降
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

・戦
国
武
将
が
地
域
を
統
一
す
る
よ
う 

に
な
り
、
千
葉
県
は
、
千
葉
氏
で
す
。 

千
葉
氏
は
多
く
の
士
族
を
輩
出
し
、 

地
域
で
の
地
頭
、
ま
た
は
領
主
の
地
位 

に
あ
り
ま
し
た
。 

武
田
、
上
杉
氏
、
里
見
・正
木
氏
、
後
北

条
氏
な
ど
の
有
力
国
人
の
領
主
間
で 

領
土
紛
争
を
行
う
戦
乱
の
時
代
に
な
り

ま
す
。 

在
地
領
主
は
戦
国
大
名
や
有
力
国
人

領
主
の
被
官
と
な
り
、
彼
ら
の
城
は
広

域
権
力
の
本
城
に
対
す
る
支
城
と
し
て

機
能
し
ま
す
。 

・
戦
国
時
代
後
半(

１
６
世
紀
後
半) 

そ
れ
ら
の
支
城
が
取
捨
選
択
さ
れ
て

機
能
を
失
う
城
も
出
て
き
ま
す
。 

支
城
主
と
し
て
の
領
主
は
本
城
内
や
そ

の
城
下
に
詰
め
る
よ
う
に
な
り
、
城
は

国
境
や
交
通
の
要
所
な
ど
に
位
置
す
る

も
の
で
、
大
名
な
ど
の
上
位
権
力
に
よ
っ

て
改
造
が
加
え
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
広
域
権
力
は
一
時
的
な
砦
や
陣

城
を
造
っ
た
ほ
か
、
半
農
半
武
士
と
い
う

武
器
を
持
っ
た
農
民
層
が
自
ら
の
村
を

守
る
た
め
に
、
有
力
農
民
が
中
心
と
な

っ
て
築
い
た
村
の
城
も
築
か
れ
ま
し
た
。 

こ
の
時
期
に
築
城
さ
れ
た
城
は
、 
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歴
史
的
状
況
や
城
主
の
交
代
な
ど
に
よ

っ
て
、
機
能
が
変
化
し
ま
す
。
城
を
巡
る

歴
史
は
古
文
書
や
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

す
べ
て
が
わ
か
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

こ
の
時
代
の
城
郭
の
例
と
し
て
、
曲
輪

の
上
に
天
守
閣
は
持
た
ず
に
、
簡
易
な

建
物
が
あ
り
、
領
主
は
常
時
山
の
下
に

あ
る
居
館
に
住
み
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

立
て
こ
も
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

千
葉
県
内
の
場
合
、
千
葉
宗
家
の
居
城

し
た
本
佐
倉
城
や
原
氏
の
臼
井
城
は
周

囲
に
小
規
模
で
砦
的
な
城
館
を
配
置
鶴

と
い
う
、
点
と
点
を
結
ん
だ
よ
う
な
形

が
あ
り
ま
す
。 

・
近
世 

徳
川
家
康
に
よ
っ
て
江
戸
幕
府
が
開

か
れ
、
房
州
に
も
徳
川
氏
の
家
臣
団
が

配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
城
や
陣
屋
を

構
え
ま
し
た
。 

 

以
上
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
・千
葉

市
教
育
委
員
会
の
文
化
財
課
の
資
料
で

城
郭
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
が
、
。
個

々
の
城
郭
・館
跡
の
歴
史
的
考
察
は
、
殆

ど
文
章
と
し
て
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

今
後
、
城
主
を
含
め
て
城
郭
を
整
理
し

て
い
き
た
い
の
で
、
資
料
が
あ
り
ま
し
た

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

参
考
資
料 

 
 

 

（千
葉
県
教
育
委
員
会
資
料
） 

 

・
築
城
時
期
と
城
郭 

 

  
 

紙
芝
居 
公
演
会 

 
 
 
 
 
 

(
会
員)

江
波
戸
弘
安 

  

令
和
四
年
五
月
十
日(
火)

お
ゆ
み
の

公
民
館
に
於
い
て
地
元
「
お
ゆ
み
野

歴
史
愛
好
会
」
の
ご
依
頼
に
よ
り 

お
馴
染
み
と
な
っ
た
「
千
葉
常
胤
物

語
」
の
紙
芝
居
公
演
が
行
わ
れ
た
。

当
会
よ
り
、
日
向
、
江
波
戸
、
石
橋

の
各
会
員
が
派
遣
さ
れ
、
参
加
し
十

六
名
の
愛
好
会
の
皆
さ
ん
の
前
で
先

ず
紙
芝
居
の
「
読
み
聞
か
せ
」
と
復

習
を
兼
ね
た
簡
単
な
ク
イ
ズ
で
馴
染

ん
で
頂
い
た
後
、
歴
史
を
勉
強
し
て 

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
合
わ
せ
る
形
で 

三
つ
の
講
演
を
行
な
っ
た
。 

(

１) 

鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
千
葉
常
胤 

房
総
半
島
に
土
着
し
た
両
総
平
氏

の
内
、
千
葉
庄
を
本
拠
と
し
た
千
葉

氏
は
保
元
の
乱(

１
１
５
６)

で
源
義
朝

に
従
い
天
皇
の
住
む
内
裏
を
守
る
等

戦
功
を
立
て
、
続
く
平
治
の
乱(

１
１

５
９)

で
は
義
朝
の
呼
び
か
け
に
は 

応
ぜ
ず
義
朝
が
平
氏
に
敗
れ
る
と
本

拠
地
の
千
葉
庄
以
外
は
没
収
さ
れ
両

総
武
士
団
の
中
の
地
位
は
低
下
し
て

い
っ
た
。
平
治
の
乱
後
伊
豆
に
二
十

年
に
渡
り
幽
閉
さ
れ
て
い
た
頼
朝
が

挙
兵
す
る
も
初
戦
の
石
橋
山
で
敗

れ
、
安
房
国
へ
逃
れ
て
き
た
。 

 

常
胤
は
一
早
く
頼
朝
の
呼
び
か
け

に
応
じ
両
総
武
士
へ
参
陣
を
呼
び
込

む
な
ど
頼
朝
を
囲
い
込
む
戦
力
増
強

に
尽
力
し
た
。 

常
胤
は
平
氏
を
討
つ
た
め
に
西
国
に 

又
、
奥
州
藤
原
氏
を
討
つ
た
め
に
と

活
躍
し
、
鎌
倉
幕
府
の
成
立
に
大
き

く
貢
献
し
た
。
そ
の
結
果
恩
賞
と
し

て
東
北
か
ら
九
州
に
至
る
各
地
に
所

領
獲
得
し
、
幕
府
内
で
も
有
数
な
御

家
人
と
な
っ
た
。 

(

２)

千
葉
常
胤
と
そ
の
六
党 

常
胤
は
全
国
に
獲
得
し
た
所
領
を

六
人
の
息
子
達(

千
葉
六
党)

に
分
け
与

え
千
葉
六
党
は
与
え
ら
れ
た
所
領
を

ベ
ー
ス
に
各
地
で
活
躍
し
て
い
っ
た 

・
太
郎
胤
正 

(

千
葉
氏
宗
家) 

 

蒙
古
襲
来
時
に
小
城
の
所
領
は
直

接
当
主
の
統
治
と
な
り
嫡
流
宗
胤
が

下
向
、
以
来
戦
国
を
生
き
抜
き
そ
の

末
裔
は
当
地
で
力
を
増
し
て
き
た
鍋

島
氏
に
吸
収
さ
れ
た
。 

・
次
郎
師
常 

(

下
総
相
馬) 

 

１
１
８
９
年
奥
州
征
伐
の
勲
功
に

よ
り
陸
奥
行
方
郡
を
賜
り
そ
の
子
孫

は
相
馬
を
号
し
移
住
し
現
在
の
南
相

馬
へ
所
領
拡
大
、
戦
国
時
代
か
ら
江

戸
幕
府
の
世
を
生
き
抜
き
抜
い
た
。 

・
三
郎
胤
盛 

(

下
総
千
葉
郡
武
石) 

 

下
総
武
石
郷
を
伝
領
、
そ
の
後
奥

州
で
の
活
躍
に
よ
り
陸
奥
国
亘
理
他

を
領
有
し
亘
理
を
称
し
た
、
そ
の
後

伊
達
氏
に
認
め
ら
れ
、
伊
達
姓
を
賜

り
旗
下
と
な
っ
た
。 

・
四
郎
胤
信 

(

下
総
香
取
郡
大
須
賀)  

 

 

奥
州
征
伐
の
功
績
に
よ
り
好
島 

(

い
わ
き)

を
領
有
し
、
下
総
の
守
護
代

を
務
め
る
等
千
葉
一
族
の
有
力
者
で

あ
っ
た
。 

・
五
郎
胤
道 

(

下
総
国
葛
飾
郡
国
分) 

 

香
取
郡
大
崎
に
も
所
領
あ
り
、
又

奥
州
、
三
河
に
も
加
恩
の
所
領
も 

持
ち
守
護
代
等
を
務
め 
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香
取
郡
一
帯
に
勢
威
を
ふ
る
っ
た
。 

・
六
郎
胤
頼 

(

下
総
国
香
取
郡
東
庄) 

 

東
庄
三
十
三
郷
、
そ
の
後
三
崎
庄

五
十
五
郷
を
与
え
ら
れ
、
平
氏
政
権

下
の
京
都
に
出
て
上
西
門
院
に
仕
え

て
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
。
頼
朝

の
挙
兵
に
当
た
り
率
先
し
て
父
に 

支
持
を
進
め
た
。 

 

東
氏
三
代
目
嫡
流
胤
行
が
承
久
の

乱
の
鎮
圧
に
功
績
を
認
め
ら
れ
、
山

田
庄(

岐
阜
県
郡
上
市)

を
賜
り
、
初
代

郡
上
東
氏
と
し
て
下
向
す
。
郡
上
東

氏
九
代
目
常
縁
は
「
古
今
伝
授
」
で

名
高
か
く
和
歌
の
秘
伝
を
研
究
し
そ

の
第
一
人
者
、
又
、
郡
上
東
氏
一
族

か
ら
は
京
都
、
鎌
倉
五
山
の
高
僧
を

多
く
輩
出
し
て
い
る
。 

古
今
伝
授
で
名
高
い
東
常
縁
は
１
４

５
５
年
に
起
こ
っ
た
千
葉
宗
家
の 

内
紛
に
心
を
痛
め
、
幕
府
の
要
請
も

あ
り
鎮
圧
の
た
め
十
年
に
及
ぶ
長
き

間
下
総
を
転
戦
し
馬
加
康
胤
を 

滅
ぼ
し
て
、
千
葉
介
胤
直
の
仇
を 

討
っ
た
。 

十
二
代
常
尭
の
時
代
家
臣
遠
藤
氏
と

の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
常
尭
は
負
け
て

追
放
さ
れ
た
。
東
氏
の
血
縁
で
も
あ

る
遠
藤
氏
が
当
主
と
し
て
後
を 

引
き
継
ぎ
戦
国
、
江
戸
時
代
を 

生
き
抜
き
明
治
に
至
る
。 

(

３)

小
弓
城
と
千
葉
一
族
の
動
向 

 
 
 
 
 
 

(

会
員)

日
向
安
昭 

 

配
布
資
料 

① 

小
弓
城
年
表 

② 

千
葉
常
胤
の
時
代
、
結
城
浜
の
戦
い
地
図 

③ 

房
総
平
氏
系
図 

 
 

紙
芝
居
公
演
中
の
様
子 

 

④ 

鎌
倉
幕
府
の
基
本
構
造
解
説 

 
 
 
 

（
本
郷
和
人
氏
解
説
） 

 

東
国
の
武
士
は
所
領
の
安
堵
を 

確
保
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ

て
い
た
。 

１
平
清
盛
が
武
家
政
権
と
言
わ
れ
な

い
理
由
①
平
清
盛
の
平
氏
政
権
が 

最
初
の
武
家
政
権
と
さ
れ
な
い
の
は 

平
氏
一
門
は
朝
廷
内
で
の
昇
進
に 

よ
っ
て
貴
族
化
し
た
た
め
で
あ
る
。 

②
在
地
領
主
で
あ
る
武
士
に
対
し
て

年
貢
を
課
す
貴
族
が
増
え
た
だ
け
に

過
ぎ
な
い
た
め
、
東
国
武
士
た
ち
は

不
満
を
募
ら
せ
た
。 

 
 

２
鎌
倉
幕
府
は
、
朝
廷
に
使
わ
れ
て

い
た
武
士
で
は
な
く
、
武
士
の
た 

め
の
武
士
に
よ
る
独
立
政
権
を
目
指 

し
て
い
た
。
①
鎌
倉
殿
＝
東
国
の 

武
士
の
棟
梁
で
あ
る
頼
朝
が
土
地
の 

安
堵
な
ど
を
行
う
こ
と
を
「
御
恩
」 

②
そ
れ
に
報
い
る
た
め
に
武
士
た
ち 

が
軍
役
な
ど
に
就
く
こ
と
を 

「
奉
公
」
と
呼
ん
だ
。 

そ
れ
を
受
け
入
れ
た
武
士
た
ち
は
、 

頼
朝
の
直
属
の
家
臣
と
し
て
「
御
家 

人
」
と
呼
ば
れ
る
。
荘
園
や
国
衛
領 

の
地
頭
に
任
命
さ
れ
た
御
家
人
た
ち 

は
、
年
貢
徴
収
・
納
入
や
現
地
の
管 

理
な
ど
荘
園
や
国
衛
領
の
領
主
に
対 

す
る
職
務
を
果
た
し
つ
つ
、
そ
の
結 

果
と
し
て
給
免
田
や
加
徴
米
の
取
得 

権
な
ど
の
得
分
を
手
に
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

３
承
久
の
乱
で
幕
府
と
朝
廷
の
関
係

に
変
化
①
と
こ
ろ
が
、
後
鳥
羽
上 

皇
ら
が
想
定
し
て
い
た
勢
力
が
味
方 

に
付
か
ず
、
鎌
倉
に
有
利
な
状
況
に 

な
り
ま
し
た
。
②
さ
ら
に
後
鳥
羽
上 

皇
の
読
み
が
外
れ
て
鎌
倉
幕
府
の
御 

家
人
た
ち
は
結
束
を
強
め
ま
す
。
有 

名
な
北
条
政
子(

ほ
う
じ
ょ
う
ま
さ
こ) 

の
演
説
が
絶
大
な
威
力
を
発
揮
し
た 

で
す
。
③
宇
治
川
で
対
峙
し
た
後
鳥 

羽
上
皇
と
幕
府
軍
の
戦
い
は
一
日
で 

決
着
が
付
き
、
後
鳥
羽
上
皇
の
敗
北 

が
決
定
的
と
な
り
ま
し
た
。 

４ 

１
２
２
５
年 

嘉
禄
元
年 

評
定

衆
の
成
立 

義
時
・
政
子
の
死 

北
条
政
子
の
死
と
鎌
倉
殿
・
藤
原 

(

九
条)

頼
経
の
元
服
と
い
う
新
体
制
発 

足
に
合
わ
せ
て
成
立
し
た
の
が
評
定 

衆
で
、
こ
れ
は
有
力
御
家
人
ら
の 

合
議
体
で
あ
り
、
執
権
・
連
署
と 

と
も
に
重
事
の
決
定
や
訴
訟
の
裁
断 

に
臨
ん
だ
。 

編
集
後
記 

 

編
集
子 

大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
会
報

誌
十
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。 

今
回
号
で
は
、
六
月
五
日
に
開
催

さ
れ
た
第
八
回
総
会
と
そ
の
後
の

講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子

を
載
せ
ま
し
た
。
会
員
日
向
さ
ん

が
調
査
し
て
い
る
「
中
世
の
城
」

は
今
後
読
く
そ
う
で
す
。
昨
年
よ

り
当
会
で
実
施
し
て
い
る
紙
芝
居 

は
好
評
で
す
。 


